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天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ。願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ。御国
み く に

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

すものを我
われ

らが赦
ゆる

すごとく、我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ。 

我
われ

らを試
こころ

みにあわせず、悪
あく

より救
すく

いいだしたまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。      アーメン 

３６ いまでかけよう 

「 神
かみ

は、その独
ひと

り子
ご

をお与
あた

えになったほどに、世
よ

を愛
あ い

された。 」 

ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

 ３章
しょう

１６節
せつ

a より  

 

・次回
じ か い

は、2026年
ねん

の教会
きょうかい

学校
がっこう

新年
しんねん

礼拝
れいはい

です。 

・主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

前半
ぜんはん

の「子
こ

ども説教
せっきょう

」への出席
しゅっせき

をお待
ま

ちします。 

・教会
きょうかい

に来られない
こ     

時
とき

は、LINEを利用
り よ う

して家庭
か て い

礼拝
れいはい

をおささげしましょう。  

「星
ほし

が光
ひか

るクリスマス」  

 天
てん

の愛
あい

するお父
とう

さん、あなたは天
てん

の国
くに

の秘密
ひ み つ

をその心
こころ

に隠
かく

しておられます。そのようにして、

「どれだけ私
わたし

のことを知りたいのか」と、私
わたし

たちを知
し

ろうとしておられます。しかし、辛抱強
しんぼうづよ

く

願
ねが

い求
もと

めるあなたの友
とも

には、その心
こころ

の内
うち

を明
あ

かしてくださいます。「ご自分
じ ぶ ん

の弟子
で し

たちにはひそか

にすべてを説明
せつめい

された（マルコ 4:34）」とあるとおりです。アーメン。 

 
マタイによる福音書

ふくいんしょ

 ２章
しょう

１～１２節
せつ

  新約
しんやく

聖書
せいしょ

ｐ．２ 

「かいばおけにねむる」   こどもさんびか改訂版
かいていばん

 ６８ 

 イエスさまの誕生
たんじょう

を喜
よろこ

んだ羊飼
ひつじか

いと東方
とうほう

の博士
は か せ

たちは、その祝
いわ

いに訪
おとず

れました。確
たし

かに、当時
と う じ

の人
ひと

たちにとって救
すく

い主
ぬし

の誕生
たんじょう

は、それを信
しん

じる人
ひと

には、とても嬉
うれ

しい知
し

らせです。しかし、そ

れは 2000年
ねん

ほど昔
むかし

のお話
はなし

です。今
いま

、人
ひと

の身
み

をもってお生
う

まれになったイエスさまはいません。そ

れでは、今
いま

の私
わたし

たちにとっては、これらの出来事
で き ご と

の何
なに

を喜
よろこ

べばよいのでしょうか。 

 しかし、今
いま

の私
わたし

たちには、聖霊
せいれい

をとおして“ 信仰
しんこう

 ”が与
あた

えられています。これは、常に
つ ね に

神
かみ

を

探
さが

し、求
もと

め、叩
たた

き続
つづ

けることを知
し

らせるイエスさまからの贈
おく

り物
もの

の１つです。本日
ほんじつ

は、Q＆Aを用
もち

い

ながら、「別
べつ

の道
みち

を帰
かえ

ること（イエスさまの訪
おとず

れ）」について、御心
ごこころ

を深
ふか

めていきます。アーメン。 

それから、「ヘロデのところへ帰
かえ

るな」と夢
ゆめ

でお告
つ

げがあったので、別
べつ

の道
みち

を通
とお

って自分
じ ぶ ん

の国
くに

へ

帰
かえ

って行
い

った。（マタイによる福音書
ふくいんしょ

 ２章
しょう

１２節
せつ

） 

交読
こうどく

詩編
し へ ん

（３） 詩編
し へ ん

１９より   ｐ.２０１ 

「事
こと

を極
きわ

めるは王
おう

の誉
ほま

れ」                    
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きょうかい

 共同
きょうどう

訳
やく

］ マタイによる福音書
ふくいんしょ
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しょう
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せつ

  新約
しんやく

聖書
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＜さんび＞                                  

  

1 イエスがヘロデ王
おう

の時代
じ だ い

にユダヤのベツレヘムでお生
う

まれになったとき、東方
とうほう

の博士
は か せ

たちがエルサレムに

やって来
き

て、 2 言
い

った。「ユダヤ人
じん

の王
おう

としてお生
う

まれになった方は、どこにおられますか。私
わたし

たちは東方
とうほう

でその方
かた

の星
ほし

を見
み

たので、拝
おが

みに来
き

たのです。」 3 これを聞
き

いて、ヘロデ王
おう

は不安
ふ あ ん

を抱
だ

いた。エルサレムの

人々
ひとびと

も皆
みな

、同様
どうよう

であった。 4 王
おう

は祭司
さ い し

長
ちょう

たちや民
たみ

の律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちを皆
みな

集
あつ

めて、メシアはどこに生
う

まれるこ

とになっているのかと問
と

いただした。 5 彼
かれ

らは王
おう

に言
い

った。「ユダヤのベツレヘムです。預言者
よ げ んし ゃ

がこう書
か

い

ています。 6 『ユダの地、ベツレヘムよ / あなたはユダの指導者たちの中で / 決して最も小さな者では

ない。あなたから一人
ひ と り

の指導者
し ど うし ゃ

が現
あらわ

れ / 私
わたし

の民
たみ

イスラエルの牧者
ぼくしゃ

となるからである。』」 

 7 そこで、ヘロデは博士
は か せ

たちをひそかに呼
よ

び寄
よ

せ、星
ほし

の現
あらわ

れた時期
じ き

を確
たし

かめた。 8 そして、こう言
い

って

ベツレヘムへ送
おく

り出
だ

した。「行
い

って、その子
こ

のことを詳
くわ

しく調
しら

べ、見
み

つかったら知
し

らせてくれ。私
わたし

も行
い

って拝
おが

むから。」 9 彼
かれ

らが王
おう

の言葉
こ と ば

を聞
き

いて出
で

かけると、東方
とうほう

から見
み

た星
ほし

が先立
さ き だ

って進
すす

み、ついに幼子
おさなご

がいる場所
ば し ょ

の上
うえ

に止
と

まった。 10 博士
は か せ

たちはその星
ほし

を見
み

て喜
よろこ

びに溢
あふ

れた。 11 家
いえ

に入
はい

ってみると、幼子
おさなご

が母
はは

マリアと

共
とも

におられた。彼
かれ

らはひれ伏
ふ

して幼子
おさなご

を拝
おが

み、宝
たから

の箱
はこ

を開
あ

けて、黄金
おうごん

、乳
にゅう

香
こう

、没
もつ

薬
やく

を贈
おく

り物
もの

として献
ささ

げた。 

12 それから、「ヘロデのところへ帰
かえ

るな」と夢
ゆめ

でお告
つ

げがあったので、別
べつ

の道
みち

を通
とお

って自分
じ ぶ ん

の国
くに

へ帰
かえ

って行
い

っ

た。 
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